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ユニバーサルデザイン7原則

１ 誰でも公平に利用できること ５ うっかりミスや危険につながらないデザインであること

２ 使う上で自由度が高いこと ６ 無理な姿勢をとることなく、少ない力でも楽に利用できること

３ 使い方が簡単であること ７ 利用しやすいスペースと大きさを確保すること

４ 必要な情報がすぐに理解できること ＊ 米国ノースカロライナ州大学ユニバーサルデザインセンター

（1997年）による

ユニバーサルデザインフォント（UDフォント）の使用を推進！
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〇文字のかたちがわかりやすいこと

〇文章が読みやすいこと

〇読み間違いにくいこと

をコンセプトに開発されたフォント

UDフォントの全庁配布（DX推進課）

ユニバサルデザインフォント（UDフォント）とは

相模原市役所においても、これまで希望者のみが使用していたUDフォントを、令和４年度から、全ての職員のパソコンで使
えるようにしました。この「ユニバーサルデザイン通信Vol.9」も、全てUDフォントを使用して作成しています。

UDフォントをチラシ等にも広く活用

市で発行するチラシ等にも、カラーや文字の大きさにも配慮し、UDフォントを使用して読みやすく作成したものが増えています。
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ユニバーサルデザインに関する市の取組み

相模原市議会では、音声認識表示システムを導入し、本会議場傍
聴席へ字幕表示モニターを設置しました。
これまで、より一層の「分かりやすく、開かれた議会」を目指し、
議会運営委員会及び議会改革検討会において協議を進めてきたもの
であり、聴覚障害のある方などに配慮した、傍聴しやすい環境を整
備したものです。
音声だけでなく視覚でも確認が出来るため、誰であっても理解が
しやすいと好評を頂いています。

１ 概要
リアルタイムに音声を文字化するＡＩ音声認識エン
ジンを活用し、傍聴席に新たに設置したモニターに発
言内容を表示します。

２ 実施時期
令和４年相模原市議会定例会９月定例会議から実施

３ 対象とする会議
本会議

市議会での本会議場傍聴席へ字幕表示モニターを設置（議事課）

事例紹介

相模原市ユニバーサルデザイン基本指針や、これまで発行されたユニバーサルデザイン通信は、
市ホームページからご覧いただけます。

＜ ユニバーサルデザインに関する市ホームページ ＞

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/1017128/index.html

～すべての人々にやさしい窓口案内を実現～
（南子育て支援センター・南保健センター）

ナッジ（nudge:自らより良い方法を選択できるよう誘導するような仕組み）と、Ｚの法則（人間の視線の

動き）を活用し、窓口の環境を整備し、より円滑に案内できるようにしました。

・情報であふれた案内板を厳選しシンプルに。文字や色はユニバーサルデザインを採用しました。

・所属名称の吊り下げ看板には、呼び出しベルの存在と、矢印で位置を明記。

・自然な視線の動きを意識し、左上→右上の看板から左下にベルを設置することで、来所者を呼び出しベル

に導く配置としました。

・床サインを設置し、２方向からの来所者にも対応。

・待合椅子にも呼び出しベルの存在を明記。

・２課で共有する窓口のため、テーマカラーを設けたサイン表示（看板等）により、

２つの対応窓口を区別しました。

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/1017128/index.html

